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◆令和７ 年度県予算（ 一般会計）（ 単位： 百万円）

太閤山ラ ンド富岩運河環水公園

◆新設住宅着工戸数（ 単位： 千戸）

R2 R3 R4

R3R2R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6H2 5H2 4

R1H3 0H2 9
0

2 . 0

4 . 0

6 . 0

8 . 0

◆主要都市公園の利用者数の推移（ 千人）

0

2 , 0 0 0

2 , 5 0 0

◆コ ンテナ取扱個数の推移（ TEU）

0

4 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

移入（ TEU）輸出（ TEU）輸入（ TEU） 移出（ TEU）

直轄負担金災害復旧単独事業公共事業 新幹線負担金

◆事業区分別予算推移（ 最終）（ 単位： 百万円）

0

2 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

1 2 0 , 0 0 0

1 4 0 , 0 0 0

◆都市計画区域の指定状況（ ％）（ R6 . 3 . 3 1 ）

都市計画区域
1 7 3 , 4 1 3 ha
4 0 . 8 %

非線引き都計区域 
1 2 5 , 3 5 4 ha
2 9 . 5 %

都市計画区域指定なし
2 5 1 , 3 4 1 ha
5 9 . 2 %

線引き 都計区域   
4 8 , 0 5 9 ha　 1 1 . 3 %

市街化区域
1 3 , 8 0 5 ha　 3 . 2 %

市街化調整区域 
3 4 , 2 5 4 ha
8 . 1 %

県全体
4 2 4 , 7 6 1 ha

1 0 0 %

◆道路整備状況（ R5 .3 . 3 1 現在）

国道（ 直　 轄）

国道（ 県管理）

県 道

市 町 村 道

合 計

2 3 0 . 5 ｠｠

2 9 2 . 7 ｠｠

2 , 1 7 0 . 7 ｠｠

1 1 , 2 5 1 . 0 ｠｠

1 3 , 9 4 4 . 9 ｠｠

1 0 0 . 0 % (   1 )

9 2 . 8 % (3 0 )

8 7 . 7 % (1 2 )

7 7 . 6 % (   2 )

7 9 . 9 % (   2 )

1 0 0 . 0 % (   1 )

9 6 . 0 % (4 6 )

9 4 . 7 % (4 0 )

9 1 . 7 % (   8 )

9 2 . 4 % (1 0 )

実延長（ km） 改良率（ ％）
（ 全国順位）

舗装率（ ％）
簡易舗装含む（ 全国順位）

（ 年度）
R4 R5 R6

（ 年度）

5 0 0

1 , 0 0 0

1 , 5 0 0

R3 R4
（ 年）

R5 R6R2R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6

6 . 6 6 . 4
5 . 9 5 . 9

5 . 2

6 . 4
5 . 9

R5
（ 年度）

R6

4 . 9

R3 R4 R5R2 R6

1 , 4 1 5

1 , 0 0 3

1 , 1 9 6

5 4 1
4 5 5

8 1 3

1 , 6 1 7

7 3 8

1 , 7 9 2

8 0 1

　 土木部の予算や各事業をグラ フ や表でご覧く ださ い。

一目でわかる土木指標1

県予算額
一般会計

6 0 0 , 6 6 4

警察費
2 7 , 0 3 6 （ 5 % ）

その他
1 1 4 , 8 7 8
（ 1 9 % ）

教育費
1 0 7 , 3 4 4

（ 1 8 % ）

公債費
9 1 , 3 5 0

（ 1 5 % ）

土木費

6 1 , 1 3 0

（ 1 0 % ）
民生費・ 衛生費

8 9 , 7 7 5
（ 1 5 % ）

農林水産業費
3 2 , 9 1 0 （ 5 % ）

商工費
7 6 , 2 4 1
（ 1 3 % ）

7 5 , 6 5 97 5 , 8 3 47 5 , 7 0 87 3 , 3 0 8

6 6 , 6 6 9

7 5 , 5 2 97 4 , 3 8 6
7 6 , 4 4 5

7 0 , 8 7 9

7 8 , 2 9 3
8 2 , 0 6 5

3 2
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◆河川管理延長（ ％）（ R7 . 4 . 1 ）

◆ダム一覧表（ R7 .4 . 1 時点）◆重要整備区域の整備状況（ ％）（ R7 . 3 . 3 1 ）

◆富山空港利用者数推移（ 千人）

◆県管理河川改修状況（ ％）（ R7 . 3 . 3 1 ） ◆海岸線実延長（ ％）（ R6 . 3 . 3 1 ）

全　 国富山県

全国平均富山県

0

2 0 0

4 0 0

6 0 0

国内・ 国際チャ ータ ー便国際線国内線

R3R2 R3R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6H2 5H2 4H2 3 R2R1H3 0

◆年間降水量（ mm）

（ 2 0 2 2 年～2 0 2 4 年平均）

0

5 0 0

1 , 0 0 0

1 , 5 0 0

2 , 0 0 0

2 , 5 0 0

3 , 0 0 0

全国平均富山県

◆年間平均有感地震回数（ 回）

（ 2 0 1 5 年～2 0 2 4 年平均）

1 2 0

1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

0

（ 注）目的　 Ｆ  ：  洪水調節、 　 Ｎ  ：  流水の正常な機能の維持、 　 A ：  特定かんがい、

　 　 　 　 　 Ｗ ：  水道用水、 　 Ｉ  ：  工業用水、 　 Ｐ  ：  発電、 　    S ：  消流雪用水

◆下水道処理人口普及率の変遷（ ％）

一級（ 国管理）
1 0 %

（ 1 6 8 km）

対策実施箇所
4 6 . 7 %

（ 7 6 2 箇所）

要整備箇所
5 3 . 3 %

（ 8 6 5 箇所）

一級（ 県管理）
6 1 %

（ 1 , 0 0 3 km）

改修済延長
5 7 %

（ 4 2 6 . 1 km）

未改修延長
4 3 %

（ 3 1 8 . 6 km）

国土交通省
水管理・ 国土
保全局所管
5 4 %

（ 5 1 , 5 9 9 m）

国土交通省
港湾局所管
2 5 %

（ 2 3 , 6 3 2 m）

農林水産省
水産庁
所管
2 1 %

（ 1 9 , 6 7 3 m）

二級（ 県管理）
2 9 %

（ 4 7 8 km） 全体
1 ,6 4 9 km

（ 3 1 8 河川）

全体箇所数
1 ,6 2 2 箇所

う ち国 1 6 8 km
う ち県 1 , 4 8 1 km

要改修延長
7 4 4 . 5 km

海岸線実延長
9 4 , 9 0 4 m

3 6 . 1

1 0 0 . 5

R4 R5 R6

全国3 1 位

南砺市

室牧ダム

ダム名 位   置 目   的
高さ

（ m）
総貯水容量
（ 千㎥）

完成年度
備考

富
山
県
（
土
木
部
）

国
交
省

上市川ダム

和田川ダム

利賀川ダム

白岩川ダム

子撫川ダム

角川ダム

朝日小川ダム

布施川ダム

城端ダム

境川ダム

大谷ダム（ 生活貯水池）

久婦須川ダム

舟川ダム（ 生活貯水池）

宇奈月ダム

利賀ダム

富山市 F,N,P

F,N , P

F,A,W , I,P

F, P

F,N ,W

F,N ,W

F,N

F,N , P

F,N , P

F,N , P

F,N , S

F,N , S

F,A,W ,I,P,S

F, N , S

F,N , P, S

F,N , S

8 0 . 5

6 4 . 0

2 1 . 0

3 7 . 0

5 0 . 0

4 5 . 0

5 8 . 5

8 9 . 0

6 7 . 0

8 4 . 0

5 8 . 5

5 9 . 0

1 1 5 . 0

2 9 . 5

9 5 . 0

4 9 . 8

1 7 , 0 0 0

4 , 8 5 0

3 , 0 7 0

2 , 7 0 0

2 , 2 0 0

6 , 6 0 0

1 , 5 5 0

9 , 1 0 0

7 , 8 0 0

5 , 2 8 0

1 , 3 5 0

3 , 0 0 0

5 9 , 9 0 0

3 2 5

1 0 , 0 0 0

6 0 0

S3 6

S3 9

S4 2

S4 9

S4 9

S5 3

S5 3

S5 9

S6 0

H  2

H  4

H  4

H  5

H1 0

H1 4

H2 4

上市町

砺波市

南砺市

立山町

小矢部市

魚津市

富山市

上市町

朝日町

黒部市

南砺市

南砺市
岐阜県白川村

黒部市

富山市

入善町

黒部市

熊野川ダム

上市川第二ダム

F,N,Ｉ

F,W ,P

1 1 2 . 0

9 7 . 0

3 1 , 1 0 0

2 4 , 7 0 0

建設中

H1 3

※全国平均は4 7 都道府県の単純平均

90

85

80

75

70

68

8 1
8 08 0

7 9
7 87 87 87 8

7 7
7 67 6

8 1
8 2 8 2

8 3
8 4 8 4

8 5 8 5
8 6 8 6

8 7

R4

8 1

8 7

（ 年度）

R5

8 1

8 8

（ 年度）

全国６ 位

2 4 8 0 . 7

1 7 0 0 . 1

3 3
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パソコン・ 携帯から

　 SN Sで土木部に関する事業内容やイ ベント 等の情報を 発信し ています。

■土木部Faceb o o k・ Insta g ram “ いいね！と やまの土木”

http : //www. p ref. toyama. jp/cms_ sec/1 5 1 0 /kj0 0 0 2 2 1 6 5 .h tm l

　 県職員（ 総合土木職） を 目指す皆さ んのキャ リ アイ メ ージを 支援する ために作成

し たホームページで、 本紙「 と やまの土木」 や仕事内容を 紹介する 土木部新聞、 先

輩職員の声等を 掲載し ています。

■富山県「 総合土木職キャリ ア情報ナビ」

いいね と やまの土木 検 索

富山 土木 キャ リ ア情報ナビ 検 索パソコン・ 携帯から

皆さ まから のフォロー、いいね！

お待ちしており ます♪

https: //www. you tube.com/watch? v= _ k6 L_ TPUlAo

https: //www. facebook.com/toyama.doboku

　 h ttp s : //w w w. in sta g ram . co m /iin ed o b o ku /

Faceb oo k

In stag ram

■公務員志望必見！「 富山県の土木職員の仕事」

　 常願寺川にかかる富立大橋の４ 車線化工事現場に潜入し 、 普段は入る

こ と ができ ない土木工事について紹介し ています。

■土木工事って面白い！「 富山のどぼく 発見! ! ツアー」

https: //www. p ref. toyama. jp/tsukuru/index. htm l

　 建設業への理解を深めても ら う ために情報発信サイ ト を 開設し まし た。 建設業に

関する 就業情報も 掲載し ており 、 進路決定にも 役立つ内容と なっ ています。

■情報発信サイト 「 富山をTSU KU RU 」

富山をツク ル 検 索パソコン・ 携帯から

　 総合土木職を 目指す皆さ んのキャ リ アイ メ ージにつながる よう に、 若

手職員３ 名に仕事の内容、 魅力などについてイ ン タ ビ ュ ーし まし た。

http s : //www. you tube . com/watch? v= ltNeNFk1 Vws

https: //www. youtube . com/watch? v= Ts0 -3 8 PPxPo&t= 3 s

土木現場を舞台に仕事内容を紹介！

仕事を選んだきっかけや魅力などを熱弁！

現 場 編

メッ セージ編

と やまの土木情報局2

ＳＮＳ・ ウェブサイト1

動画配信2
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市町村のハザード マッ プ作成状況 ○： 作成済

ハザードマップ

洪　 　 水※

内　 　 水

土砂災害

津　 　 波

富山市

○

○

○

○

高岡市

○

○

○

○

魚津市

○

○

○

氷見市

○

○

○

滑川市

○

○

○

黒部市

○

○

○

砺波市

○

○

小矢部市

○

○

南砺市

○

○

射水市

○

○

○

上市町

○

○

○

立山町

○

○

入善町

○

○

○

朝日町

○

○

○

舟橋村

○

※想定し 得る最大規模の降雨によるシミ ュ レーショ ン結果に基づく も の

　 大雨や大雪などによる災害に備えて頂く ため、 県民の皆さ んにリアルタイムで防災情報を 発信しています。 ぜひご利用く ださ い。

内水

土砂災害

洪水

津波

ウェ ブサイト
「 富山県河川海岸カメ ラ・ 水位情報」

１ . 雨量や河川の水位などが確認でき ます。 ～河川情報システム～

　 河川情報システムは、県下全域に設置さ れた雨量計や河川の水位計、河川監視カ メ ラ 等のデー

タ をリ アルタ イ ムで表示すると と も に、 市町村へ情報を 提供するこ と によ り 、 速やかな水防活

動や適切な河川管理に役立てる も のです。

　 雨量や河川水位、 監視カ メ ラ 画像等の情報は、 県のウェ ブサイ ト 「 富山県河川海岸カ メ ラ ・

水位情報」、「 富山防災W EB」 等で県民の皆さ んに提供し ています。 ま た、 国土交通省の「 川

の防災情報」 や県内のCATV等でも 確認でき ます。 河川水位やダム貯水位等の情報をメ ール配

信する「 と やま河川メ ール」 も 運用し ています。

２ . 土砂災害発生の危険度が確認でき ます。 ～土砂災害警戒情報支援システム～

富山県土砂災害警戒情報支援
システムの画面

４ . ハザード マッ プが確認でき ます。

洪水ハザード マッ プ（ 高岡市） 各ハザード マッ プの範囲イメ ージ

富山県河川海岸カメラ・ 水位情報 検 索パソコンから

h t t p s : //k a w a . p r e f . t o y a m a . j p /c a m e r a /

富山県土砂災害警戒情報 検 索

h ttp s : //w ww . sa b o . p re f. to ya m a . lg . jp /sp /

h ttp : //w w w . s a b o . p re f. to ya m a . l g . j p /m /

パソコンから

スマート フォンから

携帯電話から

暮らし の安全・ 安心ツール3

　 県と 富山地方気象台は、 土砂災害による被害の防止・ 軽減のため、 土砂災害が発生するおそ

れが高まっ たと き に市町村長が発令する避難指示等の判断や県民の皆さ んの自主避難の参考と

なるよう 、「 土砂災害警戒情報」 を 共同発表し ています。

　 イ ン タ ーネッ ト にて、「 土砂災害警戒情報」 の発表状況や土砂災害の危険性が高まっ た区域

などの詳細情報を 確認でき ます。

　 また、土砂災害警戒情報や大雨注意報等の情報をメ ールでお知らせするサービスも 行っています。

　 県民の皆さ んが的確な防災行動を と れるよ う 、 市

町村に対し て、 ハザード マッ プの作成支援を 行っ て

います。

　 ハザード マッ プは、 市町村から 配布さ れており 、

ホームページ等でも 確認するこ と も でき ます。

　 道路情報のホームページ

富山県道路情報 検 索パソコンから

http s: //www. toyama-dou ro . toyama . toyama . jp /

３ . 道路情報が確認でき ます。 ～HP「 富山県道路情報」・ アプリ 「 雪みち富山」～

iPhone And ro id

アプリ 「 雪みち富山」

　 ド ラ イ バーの安全運転の支援を目的と し て、 道路監視カ メ ラ の画像や降積雪量、 路面温度な

どの情報を イ ンタ ーネッ ト で提供し ています（ 降積雪量や路面温度情報は冬期間のみ提供）。

　 また、ＡＩ を活用した車両滞留状況の提供やＳＮＳを利用した道路情報の発信にも 取り 組んでいます。

令和６ 年６ 月から

ダム情報も 追加！

富山県河川海岸
カメラ・ 水位情報

と やま河川
メ ール
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　 今から 1 4 2 年前、 明治1 6 年（ 1 8 8 3 年） ５ 月９ 日、 治水

問題を き っ かけに石川県から 分離独立し て富山県が誕生し

まし た。 県では直ちに土木課を 設け、 治水、 砂防事業にと

り かかり まし た。

　 明治年間の県の一般会計決算額に占める土木費の割合は

平均で45％（ その大半が治水堤防費） 、洪水の頻発し た明治

24 年（ 1891年） にはなんと 87％にも なり まし た。

　 こ のよ う に近代富山の土木史は「 明治の治水」 に始まり まし た。

　 こ の「 明治の治水」 を 代表する も のが神通川の馳越線工事（ 明治3 4 年（ 1 9 0 1 年） ～3 6 年（ 1 9 0 3 年）） と 常願寺川上流の立山砂

防（ 明治3 9 年（ 1 9 0 6 年） ～今日） です。

じ んずう がわはせこ し

はせこ し

（ 注１ ）馳越線工事

（ 注２ ）捷　 水　 路

じ んずう がわはせこし

河川のＵ 字型にカ ーブし た

部分に新し いまっ すぐ な水

路を つく り 、 洪水のと き に

古い川の堤防を 馳せ越し て

（ 乗り 越え て） いく 水の勢

いで土砂を 押し 流し 、 水路

の幅を 広げていく と いう 手

法で 進めら れた 河川工事。

神通川では、水かさ が270cm

以上になる と 古い川の堤防

を 馳せ越し て、 新し い水路

に水が入り 、 工事直後には

２ m だっ た水路の幅が今の

川幅になり まし た。

蛇行する 河川の屈曲部を 直

線的に連絡する ために開削

し た人工水路。 洪水防止や

土地利用を 目的と し て行わ

れる。

しょう すい ろ

年（ 年号）

明

　
　治

社会経済 と やまの土木史、 主な災害

1 8 5 8  （ 安政５ ）

1 8 8 3  （ M 1 6 ）

1 8 9 1  （ M 2 4 ）

1 8 9 6  （ M 2 9 ）

1 8 9 7  （ M 3 0 ）

1 8 9 9  （ M 3 2 ）

1 9 0 0  （ M 3 3 ）

1 9 0 1  （ M 3 4 ）

1 9 0 6  （ M 3 9 ）

1 9 0 8  （ M 4 1 ）

安政の大地震

置県

（ 旧） 河川法

砂防法

2 0 世紀

大鳶山、 小鳶山崩壊、 死者行方不明1 4 0 人

土木課設置　 庄川改修工事着手　 富山県下河川調査

（ オラ ンダ人技師ルーエンホルスト・ ムルデルによる 調査）

常願寺川改修工事着手（ 白岩川分離）

（ オラ ン ダ人技師ヨ ハネス・ デ・ レ ーケによ る計画）

県治水同盟会設立

伏木港開港場指定

庄川第二次改修工事着手（ 小矢部川分離）

神通川馳越線工事着工

県営立山砂防事業着手

北陸線富山駅開業（ 現位置）

立山砂防工事

はせこし（ 注１） しょう すいろ（ 注２ ）

神通川馳越線工事

　 神通川と 常願寺川を 中心に富山の土木小史を 紹介し ます。

明治の治水

とんびやま

■神通川馳越線工事と 立山砂防工事

は こ

「 護天涯の碑」 を視察する新田知事
（ 立山カ ルデラ ・ 泥谷第１ 号堰堤）

明治初年の神通川と 橋北
出典：『 神通川と その流域史』

昭和初年の神通川と 橋北
出典：『 神通川と その流域史』

　「 護天涯の碑」 は、 立山カ

ルデラ 内部の泥谷第１ 号堰堤

に埋め込まれています。 こ の

碑は、大正４ 年（ 1 9 1 5 年） 頃、

当時の富山県知事・ 浜田恒之

助氏により 、 揮毫さ れたも の

と 言われています。【 護天涯】

と いう 言葉には、 人里から 遠

く 離れた立山カ ルデラ の地に

おいて砂防事業を おこ ない、

土砂流出による被害から 下流

に広がる富山平野の県民の命

と 財産を護ると いう 気概が示

さ れています。

てんがいをまもる

と やまの土木小史　3

　 富山の中心部を 流れる 神通川は、 当時、

富山城の北側で 大き く 蛇行し て いた ため、

大雨のたびに市街地で溢れていまし た。 県

で は、 明治2 9 年（ 1 8 9 6 年） の大水害を

き っ かけに神通川の本格的な改修に着手し 、

明治3 4 年（ 1 9 0 1 年） から の第二期工事で

は、 馳越線工事を 行い直線の捷水路を 建設

し まし た。

　 安政の飛越地震（ 1 8 5 8 年） によ り 鳶山

が崩れ、 立山カ ルデラ にたまっ た膨大な土

砂が一気に富山平野に流れ出るのを防ぐ た

めに、 明治3 9 年（ 1 9 0 6 年） に県営の砂防

事業に着手し まし た。 し かし 、 余り にも 大

変な工事であっ たために、 国に砂防法の改

正を働き かけ、 大正1 5 年（ 1 9 2 6 年） から

は、 旧内務省の直轄事業と し て移管さ れ、

現在も カ ルデラ 内に残ると いわれる２ 億㎥

の土砂を 安定さ せるために、 営々と 砂防事

業が進めら れています。

3 6
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都心の土地区画整理と 富岩運河

出典：『 都市公論： 昭和1 1 年５ 月１ 日第1 9 巻第５ 号　 運河・ 街路及び土地区画整理事業の実施について』

こ う し

はせこし しょうすい

ろ

　 豊かな恵みを 供給する 一方でひと たび洪水にな

る と 暴れだす川の水を 、 一方でなだめつつ、 他方

で生活や産業に利用すべく 、 富山県の先人は知恵

を絞り まし た。

　 その典型が、 大正９ 年（ 1 9 2 0 年） に始めた県営

発電事業です。 北陸地方の水力発電の嚆矢は、 明

治3 2 年（ 1 8 9 9 年） に富山電灯㈱が運転を 始めた

大久保発電所ですが、 こ の水力発電を 県の事業と

し て行っ たも ので、 こ れによ り 、 安く て豊富な電

力を 供給し 、 産業を 興し 、 県の苦し い財政を 賄っ

たのです。 「 禍を 転じ て福と 為す」 と はま さ にこ

のこ と です。

　 かく し て、 と やまの土木史の第二章は「 大正の

発電」 と 称さ れます。

　 こ のよう に富山県では、 県の誕生以来、 水と 闘い・ 水を 治めつつ、 電気を 起こ し ・ 産

業を 興し 、 橋を 架け・ 道を つけ、 港を 築き ・ まち を 拓き 、 県土を 整えてき まし た。

　「 ハジメ ニ治水アリ キ」 と は、 歴史的時間の「 ハジメ 」 であり 、 かつ、 今と いう 時代

にあっ ても 「 まず、 はじ めに」 治水なのです。 と やまの土木は、「 ハジメ ニ治水アリ キ、

而シテ常ニ治水アルベシ」 を 基礎と し ながら 、 さ ら に安全・ 便利・ 快適なも のと なるよ

う 、 努力し 続けていき ます。

　 明治期の神通川馳越線工事によ り 開削し た捷水

路は、 大正1 0 年（ 1 9 2 1 年） には本流と なり 、 そ

の結果、 かつての神通川はわずかに松川を 残すの

みで広大な廃川地と なっ て富山駅前と 旧来の市街

地と を 分断する 形に残り 、 都市の発展に大き な障

害と なっ ていまし た。

　 昭和３ 年（ 1 9 2 8 年） に、 こ の障害を 取り 除き 、 近代都市富山にふさ わし いまちを つ

く ろ う と 、 県は三つの都市計画事業を 決定し まし た。 それは、 第一に、 富山駅北から 東

岩瀬港（ 現在の富山港） まで５ km の運河を 掘り 、 第二に、 その掘っ た土砂で神通川の

跡地1 1 7 ha を 埋め立てて区画整理し 、 第三に、 関連する ７ 本の街路を 建設する と いう 、

まこ と に壮大なも のでし た。

　 県が行っ た都心区画整理事業（ 全国初の公共団体施行区画整理） により 、 昔、 神通川

だっ たと こ ろ に新し く まちが生まれ、 今日では、 県庁や富山市役所などが建ち並ぶ、 富

山の都心と なっ ています。

　 こ の港と まちと 道を 都市計画事業により 建設し 、 富山のまちの骨格が出来上がっ たこ

と から 、 と やまの土木史の第三章を 「 昭和の都市計画」 と 呼んでいます。

　 そし て、 こ の昭和初期の「 都市計画＝みなと ・ まち ・ みち 」 は、 その後も 戦災復興土

地区画整理事業や、 富山新港の建設、 富山駅北のと やま都市M IRAI事業などに引き 継が

れています。

年（ 年号）

大

　正

社会経済 と やまの土木史、 主な災害

1 9 2 0  （ T９ ）

1 9 2 4  （ T1 3 ）

1 9 2 6  （ T1 5 ）

砂防法改正

県営水力発電着手

立山砂防事業直轄移管

1 9 2 8  （ S３ ）

1 9 3 3  （ S８ ）

1 9 3 5  （ S1 0 ）

1 9 3 6  （ S1 1 ）

1 9 3 6  （ S1 1 ）

1 9 3 9  （ S1 4 ）

1 9 4 5  （ S2 0 ）

1 9 4 6  （ S2 1 ）

1 9 5 4  （ S2 9 ）

1 9 5 8  （ S3 3 ）

1 9 6 1  （ S3 6 ）

1 9 6 3  （ S3 8 ）

1 9 6 4  （ S3 9 ）

1 9 6 5  （ S4 0 ）

1 9 6 8  （ S4 3 ）

1 9 6 9  （ S4 4 ）

1 9 7 5  （ S5 0 ）

1 9 8 3  （ S5 8 ）

1 9 8 4  （ S5 9 ）

1 9 8 5  （ S6 0 ）

1 9 8 6  （ S6 1 ）

1 9 9 5  （ H７ ）

1 9 9 7  （ H９ ）

1 9 9 8  （ H1 0 ）

1 9 9 9  （ H1 1 ）

2 0 0 0  （ H1 2 ）

2 0 0 2  （ H1 4 ）

2 0 0 3  （ H1 5 ）

2 0 0 4  （ H1 6 ）

2 0 0 8  （ H2 0 ）

2 0 0 9  （ H2 1 ）

2 0 1 1  （ H2 3 ）

2 0 1 5  （ H2 7 ）

2 0 1 7  （ H2 9 ）

昭

　
　和

平

　
　成

日満産業大博覧会

戦災／終戦

富山産業大博覧会

富山国体・ 地すべり 等防止法

（ 新） 河川法施行

都市計画法

急傾斜地法

置県百年／にっ ぽん新世紀博覧会

富山都心区画整理着手

富山飛行場開場（ 倉垣）

県庁舎、 櫻橋完成

電気ビ ル、 富山大橋完成

本宮砂防堰堤完成

白岩堰堤完成、 東岩瀬港開港場指定

戦災復興事業着手

富山市公会堂完成

室牧ダム完成

富山空港開港

氷見市胡桃地すべり 災害、 人家被災8 7 戸

富山新港開港

集中豪雨災害、 死傷者2 9 人、 人家被災1 4 9 戸

北陸道富山IC開業（ 昭和6 3 年県内全線開通）

県民公園太閤山ラ ン ド 開園

富山空港ジェ ッ ト 化

と やま2 1 世紀水公園プラ ン

と やま都市M IRAI計画

兵庫県南部地震

河川法改正

2 0 0 0 年と やま国体

土砂災害防止法

景観法

東北地方太平洋沖地震

水と 緑のネッ ト ワーク 構想

中島閘門　 重要文化財に、 立山カルデラ 砂防博物館開館

白岩堰堤、 本宮砂防堰堤、 桜橋　 登録有形文化財に

笹津橋　 登録有形文化財に

牛島閘門、 泥谷砂防堰堤、 小牧ダム　 登録有形文化財に

富山県景観条例施行

東海北陸自動車道の全線開通

白岩堰堤砂防施設　 重要文化財に

富岩運河環水公園全面開園

北陸新幹線開業、 能越自動車道　 県内全区間供用開始

常願寺川砂防施設（ 白岩堰堤に本宮堰堤、泥谷堰堤を追加）

重要文化財に

はいせん ち

■県営水力発電

■運河・ 都心区画整理・ 街路事業

■と やまの土木の原点

大正の発電

ハジメ ニ治水アリ キ

昭和の都市計画
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　 と やまの歴史と と も にでき た土木文化財を 紹介し ます。

❶白岩堰堤 ❺富岩運河中島閘門

国指定重要文化財

平成2 1 年６ 月3 0 日指定

管理： 国土交通省

国指定重要文化財

平成1 0 年５ 月１ 日登録

管理： 富山県

❻富岩運河牛島閘門

国登録有形文化財

平成1 4 年６ 月2 5 日登録

管理： 富山県

❼桜　 橋

国登録有形文化財

平成1 1 年1 1 月1 8 日登録

管理： 富山県

❽笹津橋

国登録有形文化財

平成1 2 年２ 月1 5 日登録

管理： 国土交通省

　 立山カ ルデラ 内の土砂を

安定さ せるため、 カ ルデラ

の出口に設けら れたも ので、

昭和14 年（ 1 9 3 9 年） に完

成し ま し た。 こ の堰堤は、

堤高が6 3m と 砂防堰堤で は日本一の高さ を 誇っ ています。 後

に「 砂防の父」 と 呼ばれた赤木正雄博士の計画による も のです。

砂防施設と し ては全国初の重要文化財に指定さ れまし た。

❷本宮堰堤

国指定重要文化財

平成2 9 年1 1 月2 8 日指定

管理： 国土交通省

　 常願寺川河口より26 .8 km

地点に 位置し 、 昭和1 1 年

（ 1 93 6 年） に完成し まし た。

　 こ の堰堤の貯砂量は5 0 0

万立方メ ート ルと 我が国最

大級です。 堰堤の表面は間知石貼で造ら れており 、 周辺環境に

調和し た砂防堰堤と なっ ています。

❹小牧ダム

国登録有形文化財

平成1 4 年６ 月2 5 日登録

管理： 関西電力㈱

　 庄川に築かれた堤長301m、

堤高7 9 m の発電用ダムで、

昭和５ 年（ 1 9 3 0 年） に完

成し まし た。

　 アーチ曲面が美し い本格

的な重力式コ ンク リ ート 造ダムで、 地震力を 考慮し た設計によ

り 飛躍的に大型化し た構造物で、 建築当時「 東洋一のダム」 と

呼ばれまし た。 中央部にゲート 付越流部、 右岸側に鮎の遡上の

ためのエレ ベータ ー式魚道、 左岸に木材の流送のための運材設

備を設けてあり ます。

❸泥谷堰堤

国指定重要文化財
平成2 9 年1 1 月2 8 日指定
管理： 国土交通省

　 常願寺川支渓のう ち 、 荒廃の

著し い泥谷の侵食防止のために

旧内務省直轄で築かれた階段式

砂防堰堤で、 昭和1 3 年（ 1 9 3 8

年） に 完成し ま し た。 標高差

1 2 2 m 、 延長4 6 7 m の急傾斜面

に、 台形の越流部を有する重力

式石張り コ ンク リ ート 造堰堤2 0 基、 床固３基が連続的に築かれ

ています。 こ の堰堤は、 白岩、 本宮砂防堰堤と と も に富山県の

砂防事業の基幹を なすも のです。

（ 写真提供： 国土交通省立山砂防事務所）

し ら いわ ふ がんう ん が なかじ まこ う も ん

ふ がんう ん が う し じ まこ う も ん

さ く ら ばし

さ さ  づ ばし

ほんぐ う

どろ だに

こ まき

　 昭和3 年（ 192 8 年） から

の富山都市計画事業により

造ら れた 富岩運河のほぼ

中間に 位置し 、 昭和９ 年

（ 19 3 4年） に完成し ま し た。 閘門は、 上流と 下流の水位を 門

扉の開閉によ り 調整し 、 船の運航を 助ける 施設です。 閘室は、

昭和初期の土木技術を 用いた石組み・ 鉄筋コ ン ク リ ート 造り で、

扉体は今では珍し いリ ベッ ト （ 鋲） 接合で造ら れています。 昭

和の土木構造物と し ては全国初の重要文化財に指定さ れまし た。

　 富岩運河と いたち川の水位

調節を 行い、 川船を 運航さ せ

るために、 昭和9 年（ 19 3 4年）

に設けら れた閘門です。 閘室

の主要部分は鉄筋コ ン ク リ ート 造り で、 木製合掌門扉を支える

部分は、 石組み構造と なっ ています。 中島閘門と と も に富山の

近代化を 支えた富岩運河の代表的な土木構造物の一つです。

　 富山市の中心部を 流れ

る松川に架かる 橋で、 富

岩運河と 同じ く 県の都市

計画事業により 建設さ れ、

昭和1 0 年（ 1 93 5 年） に完成し まし た。 こ の桜橋は、 シルエッ

ト の美し いリ ベッ ト 打ちの鋼製アーチ橋で、 都心部の歴史的景

観を 示すも のと し て、 桜の季節には遊覧船が橋下を 通過する な

ど、 観光資源にも なっ ています。

　 国道4 1 号線が旧大沢

野町と 旧細入村の境で神

通川を 渡る箇所に架かる

橋で、 昭和1 6 年（ 1 9 4 1

年） に完成し まし た。

　 現存する戦前の橋とし ては全国２ 番目の大スパンアーチ橋です。

神通峡の美しい周辺環境と調和し、躍動感あるデザインが特徴です。

こ のほかに「 と やまの近代歴史遺産」（ 富山県教育委員会、 平成2 2 年
３ 月） に選定さ れた土木施設も あり ます。 詳細はウェ ブサイ ト 「 富山
県デジタ ル文化財ミ ュ ージアム」 を ご覧く ださ い。

アド レ ス　 h ttp : //www . p re f. toyam a . jp /sectio ns/3 0 0 9 /3 0 0 7 /d ig ita l/in d ex2 . h tm l

けん ち  いし ばり

ひ たい

富山県デジタ ル文化財ミ ュ ージアム 検 索

と やまの土木遺産4

3 8
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　 土木部には、 本庁組織と し て、 ９ 課が設置さ れています。

　 また、 土木セン タ ー４ （ 支所と し て土木事務所４ ）、 ダム管理事務所７ 、 港事務所３ など、 合わせて1 8 の出先機関と 立山カ ルデラ

砂防博物館があり ます。

1

2

3

4

5

6

7

8

新 川 土 木 セ ン タ ー

新川土木センタ ー入善土木事務所

富 山 土 木 セ ン タ ー

富山土木センタ ー立山土木事務所

高 岡 土 木 セ ン タ ー

高岡土木センタ ー氷見土木事務所

高岡土木センタ ー小矢部土木事務所

砺 波 土 木 セ ン タ ー

9

10

11

12

13

14

15

16

室 牧 ダ ム 管 理 事 務 所

上 市 川 ダ ム 管 理 事 務 所

和 田 川 ダ ム 管 理 事 務 所

利 賀 川 ダ ム 管 理 事 務 所

白 岩 川 ダ ム 管 理 事 務 所

子 撫 川 統 合 ダ ム 管 理 事 務 所

境 川 ダ ム 管 理 事 務 所

立 山 カ ル デ ラ 砂 防 博 物 館

17

18

19

富 山 新 港 管 理 局

伏 木 港 事 務 所

富 山 港 事 務 所

土木部の組織と 業務5

●土木部内の人事、 予算、 経理、 企画調整

（ 事務） に関すること

●建設工事等の入札及び契約業務に関すること

●用地の取得、 土地収用に関すること

●土木部内の企画調整（ 技術）に関すること

●建設業の指導監督及び振興に関すること

●土木工事の技術指導・ 積算基準に関すること

●道路の維持管理や除雪に関すること

●道路や橋りょ う の新築及び改築に関すること

●各種道路計画、 道路に関する 許認可に関

すること

●河川及び海岸の調査計画、 管理、 改良、

災害復旧に関すること

●水防に関すること

●ダムの計画調査や建設・ 管理に関すること

●砂防、 地すべり、 急傾斜地、 集落雪崩の

調査、 計画、 対策に関すること

●港湾の整備及び管理に関すること

●港湾区域の海岸の整備及び管理に関すること

●都市計画行政に関すること

●都市計画道路など都市施設の整備に関す

ること

●土地区画整理事業に関すること

●都市公園の整備及び管理に関すること

●流域下水道の整備及び管理に関すること

●公共下水道の事業計画及び認可に関すること

●富山県内の北陸新幹線の連絡調整に関す

ること

●富山駅付近連続立体交差事業及び駅周辺

整備に関すること

●建築基準法等の建築の基準に関すること

●県営住宅等の建設及び管理に関すること

●景観づく り、 屋外広告物に関すること

●開発行為の許可等に関すること

●市街地再開発に関すること

●空き 家対策に関する こ と

●県有施設の建築・ 設備工事の設計及び工

事監理に関すること

管 理 課

建設技術企画課

道 路 課

河 川 課

砂 防 課

港 湾 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

営 繕 課
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